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　県内では173年ぶりの金環日食が薄曇りの中、各地で観測されました。
市内小中学校では、子どもたちが専用眼鏡を顔の前にかざして観察。光
のリングが雲の隙間から姿を見せると、大きな歓声が上がりました。
①市内で撮影した金環日食（午前7時33分ごろ）　②矢指小　③嚶鳴小

（５月21日／市内各所）

世紀の天体ショーに大興奮！
金環日食
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　消費者と事業者の間には情報量や交渉力に格差がある
ため、消費者が商品やサービスを選ぶときや契約を結ぶ
際に、トラブルになることがあります。消費者が適正に
商品やサービスを選ぶことができ、被害に遭ったときは
救済されるよう、消費者を支援する仕事をしています。

①相談の受け付け・対応（助言・あっせん・紹介）
　昨年度は281件の相談がありました。その主なものと
して、金融・保険サービスに関する相談が67件と最も
多く、次いで借金に関する相談が42件でした。また東
日本大震災の影響で、工事、建築、修理などに関する相
談も16件ありました。相談のあった契約・購入などに
関する金額は、合計で約３億３千万円でした。
　消費生活センターでは、専門の相談員が電話や面談で
相談に応じます。解決に向けた助言をし、消費者が自分
でトラブルを解決できるよう支援します。相談内容に
よっては、相談員が消費者と事業者の間に入って解決を
図ります。
　昨年度は、携帯電話の副業サイトに関するトラブルで、
相談員のあっせんにより返金されたケースや「エステの

契約をクーリング・オフしたいが業者が応じない」とい
う相談に、業者に対して法律に基づく契約解除の説明を
し、返金されたケースなどがありました。
　「借金が返済できずに悩んでいる」という相談では、債
務整理に関する疑問や不安に対しての情報提供や、弁護
士などの法律専門家を紹介し、面談日時を調整します。
　業界団体など、ほかの機関でも専門的な相談対応を
行っており、より迅速な解決が図られる場合は、該当の
相談機関を紹介することもあります。
②消費者問題の情報提供
　広報紙への掲載やリーフレットの配布などを通して、
消費者への注意を促します。
③消費者教育
　市民の皆さんが豊かな消費生活を送ることができるよ
う、専門の講師を招いて消費生活講座を開催します。ま
た出前講座として、相談員や職員が地域へ出向いて知識
の普及を図ります。最新の相談事例やトラブルを防ぐポ
イントを紹介していますので、利用してください。
問旭市消費生活センター（☎63-7272）・相談直通電話
（☎62-8019）

消費生活センターの仕事

消費生活センター

ほっと通信 Vol.15

提出は期限内に
児童手当の「現況届」
　子ども手当の名称が「児童手当」に変
わりました。児童手当は、父母などの
所得状況などを確認し支給が決定され
ます。
　現在受給している人には「現況届」を
郵送しましたので、引き続き受給する
場合は、現況届に必要事項を記入し、
子育て支援課に提出してください。
　なお平成24年１月１日以降に転入
した人は、１月１日に住所のあった市
町村で発行される所得証明書を添付し
てください。
提出期限／６月30日（土）
受付時間／平日の午前８時30分〜午後
６時　※６月30日（土）は閉庁日ですが、
子育て支援課で午前８時30分〜午後５
時まで、申請を受け付けています。

問子育て支援課子育て支援班（☎62-
8012）

雑草や木の枝が出ていませんか
定期的な管理を
　道路にはみ出た雑草や木の枝は、交
通の妨げになり大変危険です。道路沿
いに土地を所有している人は、事故防止
のため、草刈り、枝払いを行いましょう。
問建設課管理班（☎57-1191）

まちづくりのアイデアを広く募集
「いいおか復興観光まちづくりコンペ」
　飯岡地域の復旧・復興に当たり、ま
ちづくりを検討するためのコンペを開
催します。
現地説明会／７月14日（土）、15日（日）、
９月1日（土）
集合場所／飯岡福祉センター
※くわしくは、コンペ事務局ホームペー
ジ（http://www.iioka-mirai.jp）で確
認してください。

問旭市いいおか復興観光まちづくりコ
ンペ事務局（☎57-5769）

旭の味覚がぎっしりの野菜セット
「旭フレッシュ宅配便」
発送予定日／６月27日（水）
内容／トウモロコシ、キュウリ、トマ
トなど
価格／レギュラーサイズ2,980円、ビ
ッグサイズ5,000円　※税・送料（関
東地区まで）込み
締め切り／６月20日（水）

問旭市農産物直売館（☎62-6048）

市税の休日・夜間納税窓口

〈日時〉
●休日納税窓口：６月24日（日）　午
前８時30分〜午後５時

●夜間納税窓口：６月25日（月）　午
後８時まで

〈場所〉
　税務課
問税務課収税班（☎62-5322）

…申し込み　問…問い合わせ
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くらしのインフォメーションi

募集
Recruitment

祭りを彩るのはあなた
「旭市七夕市民まつり」参加団体
　みこしや踊り、お囃

はや

子
し

など、七夕市
民まつりを盛り上げてくれる団体を募
集します。
日時／８月６日（月）、７日（火）　午後
５時30分〜９時45分
場所／中央商店街パレードコースなど
内容／みこし、お囃子、踊り、ダンス、
仮装パレードなど
申込期限／７月５日（木）
※くわしくは、実行委員会ホームペー
ジ（http://www.asahi-tanabata.
com/）で確認してください。
問旭市七夕市民まつり実行委員会

（☎62-7537・旭市観光協会内）

登録統計調査員

　統計調査の業務に従事できる人を募
集します。現在、海上・飯岡・干潟地
域で従事できる人が不足しています。
仕事の内容／国が行う統計調査での、
調査票の配布や回収・点検など
身分・待遇／非常勤の公務員とし、調
査の種類に応じた報酬が支払われます。
登録資格／調査説明会への参加と市内
での調査活動ができる20歳以上の人
※警察、選挙活動、報道関係などの職
業に従事していなく、調査で知った
秘密を守れること。簡単な面接があ
ります。
問企画政策課統計班（☎62-5397）

切り口の絵柄を楽しむ
「旭昇塾太巻き寿司教室」参加者
日時／６月28日（木）　午前９時30分〜
場所／働く婦人の家調理室
対象／市内に在住・在勤の人
定員／20人程度
費用／500円（材料代）
申し込み方法／６月26日（火）までに
電話またはファクスで申し込んでくだ
さい。

問旭昇塾事務局（☎68-1174、FAX･
68-1198・農水産課農業推進班内）

和風料理に挑戦
「男の料理教室」参加者
日時／７月７日（土）　午前９時30分
〜午後１時
場所／いいおかユートピアセンター栄
養指導室
対象／市内に在住の男性
定員／20人
費用／500円（材料費、保険料）

問旭市社会福祉協議会（☎57-5577）

旭幼稚園
「２歳児親子サークル」
日時／６月20日（水）　午前９時30分
受け付け開始
場所／旭幼稚園ホール
費用／500円（年間、バッジ代）　※要
事前申し込み

問旭幼稚園（☎62-0788）

青年海外視察研修
オーストラリア・シドニーでホームステイ体験
期間／９月24日（月）〜29日（土）
対象／25歳以下で旭市に１年以上住
民登録がある、勤労者または高校生、
短大生、大学生など
定員／８人　※最少催行人数６人
研修内容／ホームステイ（３泊）、日系
企業視察、市内視察など
費用／11万円程度
申し込み方法／７月10日（火）までに
生涯学習課、市民会館、海上公民館、
いいおかユートピアセンター、干潟公
民館にある申請書に必要事項を記入し
「将来、旭市にどのようなことで貢献
したいか」を題名とした作文（1,600字
程度）を添えて提出してください。

問生涯学習課社会教育班（☎55-57･
27）

催し物
Events

近隣市の代表が競い合う
「海匝支部消防操法大会」
日時／６月24日（日）　午前９時〜
場所／旭文化の杜公園
問消防本部総務課消防団班（☎63-53･
55）

公益社団法人日本将棋連盟
「棋士と交流」旭市復興支援将棋イベント
日時／７月１日（日）　午後１時〜４時
30分
場所／飯岡保健センター多目的ホール
内容／指導対局、サイン色紙の抽選会
など
費用／無料　※自由に参加できます。
参加棋士／真田圭一さん（七段）、沼春
雄さん（七段）、加瀬純一さん（六段）
問生涯学習課社会教育班（☎55-5727）

お知らせ
Information

７月１日（日）から利用を再開します
飯岡体育館
　東日本大震災により休館していまし
たが、利用を再開します。なお飯岡野
球場、飯岡庭球場は、復旧工事完了後
に利用を再開します。
予約開始日／６月20日（水）

問体育振興課体育施設班（☎64-11･
01・総合体育館内）

11,000円分を10,000円で販売
「使用期限付プレミアム商品券」
販売日時／７月１日（日）、２日（月）　午
前９時〜午後３時　※売り切れ次第終･
了。
販売場所／旭市商工会本所・各支所、
干潟駅前区民館
販売数／8,000セット
問旭市商業振興連合会（☎62-1348）

地域と社会を元気にする事業を応援
「コミュニティビジネス起業プランコンペ」
　旭市での起業を目指す人を対象に、
起業プランコンペが開催されます。こ
のコンペを通過した人は起業後、一般
社団法人地域再生コミュニティビジネ
ス推進協会から、支援金を受けられま
す。
募集期間／７月１日（日）〜31日（火）
午後６時
事前説明会／６月21日（木）　午後１
時30分〜
場所／働く婦人の家会議室
問企画政策課企画調整班（☎62-5307）
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　レシピ以外の旬の野菜を加えてもおいしく食べられます。近
年、米粉を使ったパンやケーキ、麺などを見掛けるようになり
ました。旭産の米粉は旭市農産物直売館などで取り扱っています。

問旭市保健推進員協議会(☎63-8766・健康管理課
予防班内)

①･材料Ａをビニール袋に入れて混ぜ、ぬるま湯とバ
ターを加え、よくこね丸くまとめる。袋の中に空気
を入れ、暖かい場所に15分程置いて発酵させる。
②･玉ネギは５㎜幅の半月切り、ピーマンは５㎜幅の輪
切り、ミニトマトは薄切り、ベーコンは食べやすく
切る。
③･フライパンにオリーブ油を入れ、①をフライパンの
中でオーブンの天板の大きさに伸ばす。片面のみを
焼いて、クッキングシートに焼き目を上にして置く。
④･③にピザソース、玉ネギ、ベーコン、ミニトマト、コー
ン、ピザ用チーズ、ピーマンの順にトッピング。
⑤･200度に余熱したオーブンで④を13〜15分程焼く。

作り方

【６月１日現在】･ ･ 前月比　
　人　口･ 69,148人　･（▲49人）
　　男･ 33,814人　･（▲35人）
　　女･ 35,334人　･（▲14人）
　世帯数･ 25,130世帯･（＋10世帯）

人のうごき

【５月の移動】
　転入　114人　　出生　49人
　転出　145人　　死亡　67人

火災
【５月】　　　　･･平成24年の累計
　建物火災･ 2件･ （12件）
　そのほかの火災･0件･ （5件）

交通事故
【５月】　　　･･平成24年の累計
　事故件数･ 160件･ （821件）
　死亡者数･ 0人･ （2人）

データシート

旭 産旭 産
簡単・ヘルシーレシピ

おいしく 食べよう

平成24年６月15日発行［毎月2回･1日・15日発行］　編集：旭市役所秘書広報課
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旭市ホームページ　http://www.city.asahi.lg.jp/

　広報あさひは、誰にでも読みやすいUD（ユニバーサルデザイン）フォント、環境に
やさしい植物油インキを使用しています。東日本大震災による製紙会社の被災のため、
当面再生紙での広報発行ができません。再生紙の確保が出来次第、再生紙へ移行します。

《生地》
　米粉･･････････････ 80g
　ドライイースト･･･小さじ1/2
　砂糖･････････小さじ１強
　塩･･･････････小さじ1/4
バター･･････････ 小さじ１
ぬるま湯･･･････････ 70ml
オリーブ油･･････ 小さじ１

材料 （4人分）

A

《具材》　
ピザソース･････大さじ3/4
玉ネギ･････････････1/4個
ベーコン････････････ １枚
ミニトマト･･･････････ 8個
コーン（缶）･･････ 大さじ１
ピザ用チーズ････････ 50g
ピーマン･･･････････1/2個

「市民の皆さんが主役なんですよ。われわれは裏
方です。皆さんに来ていただいて、笑顔で帰っ

ていただくことが一番うれしいですね」――。あさひ砂
の彫刻美術展への思いを力強く、そう話してくれた。
　市の観光ＰＲのため、７年前にスタートしたこのイベ
ント。テレビ番組の砂像選手権の舞台となったことがきっ
かけで、出場していた石川県や高知県などの団体も参加
してくれるようになり、会場には驚くほど精巧で巨大な
砂像が現れるようになった。砂像の制作体験コーナーも
あり、砂と戯れる親子の姿を見るのもうれしいという。
　開催を迎えるまでには、苦労することも少なくない。
砂像の制作に必要な何百トンもの砂を、ダンプを使って
砂浜から少しずつかき集め、砂像を削り出すための大き
な砂の塊を作るのだ。砂像のライトアップにもひと手間

みんなが笑顔になって
くれたら

鏑木 延克さん（イ）

あさひ砂の彫刻美術展実行委員会

VOL.29 米粉のピザ
１人分（1/4切れ）の栄養価　エネルギー167kcal、塩分0.5ｇ

【あさひ砂の彫刻美術展】
　矢指ケ浦海岸を会場に開催され、
数々の砂像が毎回、来場者の目を
楽しませる。展示期間中の21日
（土）には花火やレーザー光線によ
るライトアップなどが行われる。
展示期間／７月17日（火）〜31日
（火）

キラリあさひ人キラリあさひ人
まちの主人公は「ひと」。

さまざまな分野からキラリ輝く人を

ピックアップし、紹介します。
vol.12

掛け、きれいに光が当たるよう角度などにも気を配る。
　昨年は東日本大震災により開催することができなかっ
た。まだ震災の爪痕は残っているが、21世紀にふさわ
しい魅力あるイベントとして、幅広い分野への波及効果
を促し、市民が主役となる交流の場、そして新たな町お
こしにつながることを目指し、今夏の復活を決めた。
　イベントのテーマは「笑顔をここから」――。鏑木さん
は言う。「人は楽しいから笑うのではなく、笑うから楽し
くなれる」と。
行政へ一言！
　まだまだキラリあさひ人はたくさんいます。キラリと
輝く人をどんどんピックアップしていただいて、外へ向
けて情報を発信していただき、旭市のことをもっとＰＲ
してもらいたい。


